
初
任
職
員

●組織の理念・目標を理解し、担当
業務を安全・的確に行うことが求め
られます。そのためには、チーム
リーダー、先輩職員からの指導・教
育を受けること、業務の遂行に必要
な専門的知識・技術等の向上を図る
こと、また、福祉・介護職の従事者
としてのルールやマナーを守ること
が求められます。

１）施設・事業所の理念

２）メンバーシップ（※１）

３）防災対策

１）人材育成の必要性

２）心身の健康管理

３）労務の意義

４）スーパービジョン

１）福祉の動向と制度

２）サービス提供プロセス

３）生活介護(介助)支援

４）リスクマネジメント

１）人材育成の実践

２）心身の健康管理

３）労務管理の基礎知識

４）スーパービジョン

１）福祉の動向と制度

２）サービス提供プロセス

３）生活介護(介助)支援

４）リスクマネジメント

１）情報管理の概要

２）情報の有効活用

３）情報漏洩防止

中
堅
職
員

●組織の中で自分の役割を理解し、
担当業務の遂行に取り組む立場にあ
ります。そのために、業務の遂行に
必要な専門的知識・技術等の向上を
図らなければなりません。また、後
輩を育てるという意識を持つことも
求められます。

１）施設・事業所の理念

２）メンバーシップ（※１）

３）防災対策

１）初任職員・中堅職員に必要な財務
の理解

１）人材育成の必要性

２）心身の健康管理

３）労務の意義

４）スーパービジョン

１）福祉の動向と制度

２）サービス提供プロセス

３）生活介護(介助)支援

４）リスクマネジメント

１）情報管理の概要

２）情報の有効活用

３）情報漏洩防止

１）人材育成の体制構築

２）心身の健康管理

３）労務管理体制の構築

１）福祉の動向と制度

２）サービス提供プロセス

３）リスクマネジメント

１）組織の情報管理体制の構築

管
理
者

●施設・事業所の運営統括、業務執
行責任者として、目標を設定し、計
画を立て事業を遂行する立場にあり
ます。人材育成、組織改革、法令遵
守を通じて、組織の改善、向上に努
める役割を有します。

１）社会福祉概論

　
２）福祉従事者としての基本姿勢

３）医療・看護の基礎知識

４）対人援助技術

５）記録の意義と目的

６）事例検討の意義と方法

１）施設・事業所の理念

２）メンバーシップ（※１）

３）防災対策

１）管理者に必要な財務管理 １）人材育成の体制構築

２）心身の健康管理

３）労務管理体制の構築

４）スーパービジョン

１）福祉の動向と制度

２）サービス提供プロセス

３）生活介護(介助)支援

４）リスクマネジメント

経
営
者

●法人全体の経営の安定と改善・発
展に取り組む役割を有します。法人
が社会に対して何をなすべきか、ビ
ジョンを示す立場にあります。

共
通
項
目

１）社会福祉概論

２）福祉従事者としての基本姿勢

１）施設・事業所の理念

２）経営者としてのメンバーシップ
    （※１）

３）防災対策

１）経営者に必要な財務管理

指
導
的
職
員

●事業（部署）のリーダーとして、
地域資源を活用し、メンバー間の信
頼を築き、チームとして事業の遂行
に取り組む立場にあります。また、
スーパーバイザーとして、自ら研究
活動等を通して、高度で適切な技術
を身につけ、部下のモデルになると
同時に、部下の指導・育成等に取り
組む役割を有します。

１）施設・事業所の理念

２）メンバーシップ（※１）

３）防災対策

１）指導的職員に必要な財務の理解

情　報

階
層

　　　　　　　           領域の定義

　各階層の定義

●組織の理念を実現する為に、必要な福
祉・介護分野の知識・技術を理解し、習得
すること

●組織の理念を実現するために、自
律的な組織運営環境を管理すること

●組織の理念を実現するために「資金
(資産)」に関する活動全般を管理する
こと

●組織の理念を実現するために、
福祉経営の要となる「職員(人
材)」に関する職場環境を管理する
こと

●組織の理念を実現するために提
供する「サービス」の質を管理す
ること

●組織の理念を実現するために、
利用者及び関係者、施設・事業所
等の情報を適切に管理すること
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